鎌倉市自治基本条例策定市民会議第４７回策定委員会会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２０年１０月２９日（水）午後６時　～　８時３５分

	場　　所　　　　　　　市役所　本庁舎２階　２０１会議室

	出席者：鈴木、太田、小泉、平倉、小田切、児島、渡辺、松本、三嶋、（推進委員会：幸道、山村）

事務局：征矢、渡邉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会議の概要

１０コミュニティーから項目ごとに、意見を出し合いながら修正を加える作業を行った。以下は、出された主な意見である
●　１０　コミュニティーについて
・ここは自治基本条例の目玉になるところ。
・１０市民の自発的活動、１１地域組織、１１－２地区協議会、１２市民活動団体等を一緒にしてはどうか。
・１０市民の自発的活動、１１地域組織は統合し、地区協議会は独立させてはどうか。

・活動する権利を有することを書けばよいのではないか。
・それぞれ団体が構成していることはわかるが、個人としての参加はどこに入るのか。地縁団体、市民活動団体については書いてあるが、個人についても書くべきではないか。
・市民側に責務を課すように書かれているが、本来は市民の権利として書くべきところではないか。
・市民参加の保障制度を設けてはどうか。
・市民参加としてはパブリックコメントの制度もある。

●　１５　協働のまちづくりについて

・協働のまちづくりの後に政策的なもの（３１都市環境の保全・創造）など、重要な課題を入れてはどうか。
・基本構想の基本理念の三つを入れたらどうか。
・市民、議会、行政の後に協働を入れたらどうか。
・協働を入れると市民主体の原則が弱まり、曖昧になるので、協働は使わないほうがよいのではないか。
・市民主体の流れの中で協働を書いているが、そのように受け止められるか疑問があるようだ。
・ＮＰＭ（ニューパブリックマネージメント）として受け止められることを危惧する。
・行政から市民へと、切り捨てられるように受け止められる。もう一ひねり表現に工夫が必要か。
・市民と行政は対等ではない。

・協働から市民主体を書くことが重要である。
・市民は市長、議会に信託していることを基本に協働することを考えている。
・行政から丸投げされることや使われることを避けるためにも協働を書かないといけない。
・許認可権にどう市民が関わることができるのかが問題になる。
・行政、事業者が何でも勝手にやらないようにするため、市民主体の協働を説明する。
●　１６議会の設置　～　２０市長の設置について
・議会の設置、市町の設置は必要ない。
・それぞれの設置は、自治を市民みんながつくることを示している。
・これまで表示してきたことで、その趣旨はみんなに伝わったのではないか。

・反問権が入っているが議会に受け入れられるか。
・議会についてはこれまであまり意見は出ていない。市民会議としてはこのように書きたいということを示しておけばよいので、これ以上は必要ないのではないか。
●　２１市長の責務について

・「武家の古都」を書く必要はあるのか。
・「武家の古都」とは鎌倉全体を表現したものではないので、歴史的遺産などを使ったほうがよいのではないか。
・市長のＰＤＣＡを書いたらどうか。例えばマニフェストとか。
・市長の姿勢を示して欲しいということを書いたらどうか。
・市民に対する政治的責任を果たすことが必要である。細かいことを書いてもしょうがない。

・市民自治についての市長の責務を書いたほうがよい。

●　２２執行機関の責務　～　３３出資団体等について

一通り目を通し、必要な修正は加えたが、全体的には次回までの宿題とする。公募について議論する場をつくりたい。５グループの提案の一部が参考になるので、次回までに見ておいて欲しい。


	特 記 事 項

○　次回の策定推進合同委員会は、

第４８回　日時：平成２０年１１月　４日（火）午後６時～８時　本庁舎２階２０１会議室
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